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Ⅰ．廃塗料資源化技術の基本

①農林業活用

廃塗料を微生物分
解し資源として再
利用する。

資源活用

資源化技術

③エネルギー活用

②微生物製剤活用

廃 塗 料

処 理

多種類の塗料資源化が可能
水系・溶剤系・粉体塗料・洗浄廃シンナー塗
料・塗料スラッジの資源化

資 源 化

●社会のニーズ：循環型経済への貢献
塗料・塗装業界の課題/廃塗料の焼却処理からの脱却

（クローズド・ループ（循環型経済）の実現）
脱焼却によるＣＯ２排出削減と、肥料化（培養土）での
早生桐植栽によるＣＯ２吸収、農業生産への貢献、木材
チップとの混合で木質バイオ燃料としてのエネルギー活
用を実施中。
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IBJ微生物培養土

分解菌・消臭剤

固形燃料化
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L9直交表を用いた試験における菌の同定

検体名 バンド名 推定される帰属分類群 日本語 菌の特性

15263-02-a
Alcanivorax属
（Alcanivorax sp.)

アルカニボラクス属（ｓｐ＝菌種）

Alcanivorax pacificus(アルカニボラックス パシフィカス)に近縁なAlcanivorax
属:訳注：この細菌はよく知られていないので、通常は英語名のままでよいと
思います。
特徴的な海洋性石油分解細菌である

15263-02-b Pseudomonadaceae科 シュードモナス科

自然界における重要な分解者で、様々な有機化合物を分解する能力があるた

め、地球上の炭素循環に大きく貢献していると考えられる。中には難分解性

物質 (炭化水素、芳香族化合物など)を酸化的に分解し資化するものも確認さ

れている。

15263-02-c Flavobacteriaceae科 フラボバクテリウム科
細菌の1属である。グラム陰性の好気性菌で、運動しない丸みのある桿菌ま
たは球桿菌(0.5 x 1.0-3.0μm)である。

15263-02-d
Alcanivorax pacificusに近縁な
Alcanivorax属
（Alcanivorax sp.)

アルカニボラクス属（ｓｐ＝菌種） アルカニボラックス属の１種

15263-02-e Firmicutes門 ファーミキューテス門

フィルミクテス門（Firmicutes、ファーミキューテス、グラム陽性細菌門）と
は、低GC含量とグラム陽性に特徴付けられる真正細菌の門である。グラム
陽性低GC含量細菌とも呼ばれる。200近くの属を含み、真正細菌の中ではプ
ロテオバクテリア門に次ぐ多様性を持つ。

15263-02-f
Alcanivorax属
（Alcanivorax sp.)

アルカニボラクス属（ｓｐ＝菌種） アルカニボラックス属の１種

15263-02-g
Alcanivorax属
（Alcanivorax sp.)

アルカニボラクス属（ｓｐ＝菌種） アルカニボラックス属の１種

15263-02-h
Ureibacilllus属
（Ureibacilllus sp.)

ウレイバチルス属
ウレイバチルス（Ureibacillus ）属。50〜60℃の条件下でポリリン酸を菌体内
に蓄積する能力を有する新規微生物

15263-02-i
Alcanivorax属
（Alcanivorax sp.)

アルカニボラクス属（ｓｐ＝菌種） アルカニボラックス属の１種

Run-3

Ⅱ．塗料分解菌の同定
（日産自動車との共同研究に基づく石油分解菌の同定）



石油分解菌での
廃塗料の資源化

生成品の有価売買
微生物処理後の生成品はＩＢＪ
が有価買取する

ＩＢＪ塗料分解菌の製造販売
水系・溶剤系・粉体塗料・塗料ス
ラッジ・洗浄廃シンナー塗料の分
解、資源化が可能
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「ＩＢＪ微生物循環センター」
植栽試験・IBJ微生物製剤商品化

・脱炭素早生桐の植栽中
・植害試験、果樹、野菜類の栽培中

大量のＣＯ２
排 出

焼却処理
塗料・塗装業界/廃塗料の排出

産廃処理 微生物処理

資源化

地球環境への貢献

産廃処理脱却

商 品 化
・分解菌の再生製造
塗料分解菌として商品化
・IBJ微生物製剤

土の団粒化を促す土壌改良材
・固形燃料化

ハウス栽培用ペレット燃料

Ⅲ．循環型経済への貢献（技術評価図）
① 塗料分解菌の安定供給ができる②産廃処理から脱却し、Ｓ
ＤＧＳ事業を実現する③ コストが安い（産廃費用対比）④生成
品の買取と商品化による流通システムが確立している



植 害 試 験
IBJ微生物循環センター（日の出）

・小松菜による発芽率、生育良好等
確認後商品化・IBJ微生物製剤

Ⅳ．① 資源循環の効果（農業：IBJ微生物製剤の商品化）
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発芽試験
①協和電機化学生成品・・・・発芽率95%以上
②スイーピングサービス生成品・・ 〃
③藤倉化成生成品・・・・・・・・ 〃

①

②

③



チップ化
Co2吸収・成木伐採

（5～６年）

施 用 活 用
IBJ微生物循環センター（日の出）

植栽中

固形燃料化
ペレット燃料

早生桐の建材
樹齢9年の丸太
（直径45cm）
このサンプルは110ｇ/年の
CO２を吸収。9年間吸収し
たCO２が炭素(C)となって
固定されています。

Ⅳ．② 資源循環の効果（林業：ＣＯ２吸収での脱炭素化）

塗料バイオ燃料との混合
早生桐チップと廃塗料バイオ燃
料とを8：2で配合し、バイオマ
ス発電用、ペレットストーブ燃
料として活用する
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植樹用施肥
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Ⅴ．導入への契約関係の提案
廃棄塗料の種類は？

サンプル・テスト
・サンプルテストを実施

インキ・樹脂混合

洗浄廃シンナー塗料

溶剤系塗料

塗料スラッジ（汚泥）

水系塗料

左
記
事
項
を
検
討
す
る
担
当
チ
ー
ム
の
結
成

資
源
化
事
業
開
始

サンプル・テスト報告・判断

秘密保持契約（NDA）の締結
※ＩＢＪより契約書案提出

具体的な導入システムの検討
・具体的な検討事項
①現場での資源化検討
・実施想定をした導入案の検討
②分解菌の販売単価、買取単価の検討
③運搬手段の検討
④実施時期の検討

事業化への契約締結
①技術供与契約書
②微生物製剤（生成品）売買契約書
※商流に基づく経理処理システムの決定

粉体塗料



①東京多摩・埼玉地区
トコウ/丸勝塗装/三優塗装工業
協和電機化学（小島PG）
藤倉化成佐野事業所
イワサ・アンド・エムズ

③千葉地区
ＴＯＡシブル

②福島地区
エムケー技工

➄北陸3県
江守塗料

Ⅵ．技術導入事業者
（まちの塗装屋さんSDGｓ事業） 251220

④
ト
ヨ
タ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

小
島
プ
レ
ス
工
業
グ
ル
ー
プ

ト
ー
ホ
ー
加
工
（
ア
イ
シ
ン

グ
ル
ー
プ
）
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⑥
常
石
三
保
造
船

新
潟
工
場



東京都日の出町平井３５５－１
一般財団法人Inbound Japan 微生物応用研究所内

センター
所在地
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Ⅶ. ＩＢＪ微生物循環センター（日の出）

第1発酵ハウス

第２発酵ハウス

栽培圃場・脱炭素植樹

脱炭素植樹
早生桐

備考植栽品種名称
発芽試験小松菜植害試験区

食用・果実酒用柑橘類・無
花果・琵
琶・葡萄

果樹栽培区

早生桐脱炭素植樹区
栽培圃場・植
害試験区/果樹
栽培区



Ⅷ. ＩＢＪ微生物循環センター（矢吹）

事 業 地 概 要

所在地：福島県白河郡矢吹町牡丹平２５番３

面 積 : ２６,２９２㎡（約７,９６７坪）

微生物応用研究所及び脱炭素化＆温室栽培地

： ２，８７６㎡（約８７１坪）
農産物生産基地： ２３，４１６㎡（約７，０９５坪)

農産物生産基地（計画地）

温室栽培
早生桐 植栽地（脱炭素化植栽計画地）
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IBJ微生物循環センター（矢吹）


